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た ｡ 過去 2年間だけをふ b返ってみても,S-a_関係では′J＼川氏 (京大)超伝

導関係では都築氏 (九大),木村氏 (金訳大) ,佐藤氏 (東北大),itene-

rantmagnetism関係では大畠氏 (東大) ,''宋崎氏 (九大)メ,高橋氏 (̀名大)

中央氏 (北大) electron-phonon関係では長井氏 (九大) He関係では碓

井氏 (名大) ,恒藤氏 (京大)等が半年か ら一週間程度滞在 して我々の研究室

の議論に加わっていただきました｡

豊沢研究室

構成 メンバーは,選択塵 ,(教授),張紀久夫 (助手),大川薦子 (技官),

住斉 (D2) ,菅野洋輔 '(Dl)の5人で,皆V?ろいろ夜ことに興味を.もって

いますが,現時点では,皆の位相がかをbよく斬ってきて,電子格∵子相互作･用

の理論的研究を,各々が違った角度か ら進めています｡'｢働 起子スペク トルに

おけるフォノン構造,Urbach-Martienssen則 ｣,｢脚 起子の自縄自縛 と

光学スペク トル ｣, ｢低次元系での電子格子相互作用 ｣,r不純物の光吸収に

おけるフォノンサイ ドバァ ドとそこに現われる,Van Hove特異性の変態 ｣,

｢不純物の光吸収における Ja叫 +Tel･11'eナ効果と外場下での二色性スペク ト

ル｣等,光学スペク トルに関係 したものが多いのですが,-これは農富を実験デ

- ダと比戟できるとい うこ'とだけで浸く,･いろLJlろを型の禰互作用か ら生 じる

素過程を庖接的奇形でみるとい う点において光学スペク トルが優れているため

でもあ_ります｡この他,｢電気伝導における不安定現象 ｣や ｢誘電体中の荷電

粒子の運動 ｣等把も興味が向け られてl(ます｡

他のグループとの接触はかを.り頻繁で,とlくに実験家の方々とは物性研の内

外を通 じて,セミナーや,もっとインフォ二マルを討論夜どによD,互に啓発

し合 うように努めています｡ (張 )

菅野研究室

界面物性 とい う風変 bを部門に属 し,しか も部屋には分子理論 と,Vb,う標札が

かけ られているが,中味は名前 とは関係を く絶縁体結晶 (主に磁性体)の分光

学をテーマとしている｡ 部門名は研究所創立当時の遺物にす ぎず,I.'現在の物性

研では研究室が basic ve)ctor となれ ご時の流れに応 じて色 '々夜 subspace
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